序 章　社会福祉行政の概況
１　人口関係
  　国勢調査によると、兵庫県内の人口は平成22年10月1日現在で5,588,133人であり、うち65歳以上人口は1,281,486人と23.1％（注１）を占めている。
　　また、人口動態調査によると、平成22年の出生数は47,834人、死亡数は51,568人で自然減少は3,734人であり、婚姻数は29,752組、離婚数は10,738組であった。
２　生活保護関係
  　被保護世帯数は、平成22年度平均で68,083世帯、人員は97,119人、保護率は17.4%となっている。
　　世帯類型では、高齢者世帯が最も多く29,274世帯と43.0％を占めており、次いで傷病者世帯が　15,377世帯22.6％、障害者世帯が7,333世帯10.8％、その他世帯が9,706世帯14.3％となっている。
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　　保護開始は12,801世帯、保護廃止は7,531世帯であった。医療扶助人員は80,741人、介護扶助人員は10,936人である。
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３　身体障害者福祉、障害者自立支援関係
  　平成22年度における身体障害者手帳交付台
帳への登載数は238,378人であり、障害の種類
別では、肢体不自由が140,217人、次いで内部
障害59,335人、聴覚・平衡機能障害18,617人、
視覚障害17,222人の順となっている。
　　また、身体障害者更生相談所における平成
22年度の相談件数は6,706件である。相談内容
では、自立支援医療に関するものが3,259件、

補装具に関するものが3,447件となっている。

  　県内の平成22年度における障害児福祉手当受給者は3,249人、特別障害者手当受給者は5,616人、福祉手当（経過措置分）受給者は305人となっている。また、特別児童扶養手当受給者は11,213人となっている。
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４　知的障害者福祉関係
  　平成22年度における療育手帳交付台帳へ
の登載数は36,499人で、重度が16,511人、
軽度が19,988人となっている。         
  　また、知的障害者更生相談所における
平成22年度の相談件数は、5,011件である。
相談内容では、療育手帳に関するものが
3,121件と最も多く、次いで、生活に関す
るものが924件となっている。         
　　                               
５　高齢者福祉関係
  　養護老人ホーム（県外施設を含む）に在所する高齢者は、平成22年度末で2,657人、県管轄施設への入所は1,861人となっている。 
　　老人クラブは5,575クラブあり、会員数は368,821人となっている。
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　　平成23年2月1日現在、６５歳以上の人口は1,265千人、全人口に占める割合は22.6％（注２）で年々増加している。   
６　婦人保護関係
  　平成22年度における婦人相談所及び６市の婦人相談員が受けた相談件数は9,960件で、本人自身から7,498件、福祉事務所から507件、警察関係からが274件となっている。
　　一時保護所の入所者は、要保護女子・暴力被害女性が延べ3,381人、同伴した家族が延べ2,549人となっている。
７　民生委員・社会福祉事業関係
  　平成22年度末における県内の民生委員数は9,828人、うち主任児童委員725人となっている。
平成22年度中の相談件数は296,602件で、問題別では「日常的な支援」が74,073件、「在宅福祉」が34,942件であり、分野別では「高齢者に関すること」が174,348件、「子どもに関すること」が56,797件、「障害者に関すること」が16,836件となっている。
  　平成22年度末現在の兵庫県、指定都市及び中核市が所管する社会福祉法人数は735法人であり、うち施設経営法人が650法人、社会福祉協議会が51法人である。平成22年度中に新たに11法人の設立を認可した。
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８　児童福祉関係
　　平成22年度における児童相談所での受付相談
件数は18,553件で、経路別では「家族・親戚」
からが7,103件、「福祉事務所」からが4,614件
となっている。相談の種類別では、「知的障害
相談」が8,036件、「言語発達障害等相談」が
2,213件「児童虐待相談」が2,298件となってい
る。年齢別では、3歳が1,711件、18歳以上が1,665件と
なっている。
　　また、対応した相談件数は18,391件で、「面
接指導」が12,248件、「障害児施設等への利用
契約」に関するものが1,527件となっている。

　　特に、虐待相談の対応件数は2,307件で、主な虐待者は実母の1,613件となっている。虐待種別では身体的虐待が933件、保護の怠慢・拒否（ネグレクト）が713件となっている。
  　その他、保育所の施設数は873施設、定員は78,994人で、入所人員は83,813人となっている。
９　母子福祉関係
　　平成22年度における母子自立支援員による新規相談件数は51,896（うち父子1,722）件で、「児童扶養手当」に関するものが23,793（うち父子1,249）件、「母子福祉資金」に関するものが5,087件、「就労」に関するものが4,360（うち父子27）件となっている。
　　また、相談回数では「児童扶養手当」に関するものが24,815（うち父子1,640）件、「母子福祉資金」に関するものが6,185件、「就労」に関するものが5,490（うち父子34）件となっている。
　　児童扶養手当の受給者は、平成22年度末で45,566（うち父子1,896）人となっている。
10　戦傷病者特別援護関係
  　平成22年度における戦傷病者手帳交付台帳登載数は942人となっている。
11　社会福祉施設等関係
  　平成22年10月1日現在、社会福祉施設数は、国立施設を除き1,793施設で、定員は103,771人、在所者は100,636人、従事者は28,758人となっている。

　　施設の種類別にみると、保護施設が11施設、老人福祉施設が202施設、障害者支援施設等が203施設、身体障害者更生援護施設が6施設、知的障害者援護施設が63施設、精神障害者社会復帰施設が 11施設、身体障害者社会参加支援施設が10施設、婦人保護施設が2施設、児童福祉施設が1,078施設、母子福祉施設が7施設、その他の施設が200施設である。
12　介護サービス施設・事業所関係
  　平成22年10月1日現在、介護サービス施設は、介護老人福祉施設254施設、定員17,918人、在所者17,610人、介護老人保健施設138施設、定員12,758人、在所者11,756人、介護療養型医療施設56施設、定員2,925人、在所者2,740人となっている。
　　また、介護サービス事業所は、居宅介護支援事業1,186事業所、訪問介護1,042事業所、通所介護
918事業所となっている。
13　医療関係
　　平成22年度平均の兵庫県における国民健康保険の世帯数は917,502世帯、被保険者は1,614,343人となっている。
　　また、平成23年2月末現在、福祉医療の対象者は全体で679,155人であり、そのうち、老人医療46,797人、重度心身障害者（児）医療の心身45,883人・精神1,477人、乳幼児医療426,802人、母子家庭医療107,425人、高齢重度心身障害者特別医療の心身50,031人・精神740人となっている。
（注１）６５歳以上人口の割合＝国勢調査６５歳以上人口／国勢調査総人口（年齢不詳人口除く）

（注２）６５際以上人口の割合＝住民基本台帳による６５歳以上人口／兵庫県推計人口



























































































